
1 

第６期第７回 横浜市市民協働推進委員会 会議録 

日  時 令和６年12月17日（火）午後５時56分から午後７時39分まで 

開催場所 横浜市庁舎１階 スペースＡＢ 

出 席 者 
鈴木伸治委員長、大塚朋子委員、菊池賢児委員、後藤智香子委員、齊藤ゆか委員、髙

橋敬太郎委員、竹原和泉委員、森川正信委員 

欠 席 者 なし 

開催形態 一部非公開（傍聴者０人） 

議  題 報告事項 

 ア よこはま夢ファンド登録団体の決定について 

 イ 個人版ふるさと納税の運用見直しについて 

 ウ 今後の市民協働推進センター運営に向けた検討状況について 

審議事項 

 ア よこはま夢ファンド登録団体の抹消について 

 イ よこはま夢ファンド登録団体助成金交付審査結果について 

その他 

議  事 

 

開会 

（鈴木委員長） 

 ただ今より、第６期第７回横浜市市民協働推進委員会を開会いたします。 

 まず、定足数の確認を行いますので、事務局から説明をお願いします。 

（事務局）市民協働条例施行規則第８条第２項では、委員の過半数の出席がなければ、

会議を開くことができないとされております。本日、出席８人、欠席０人で委員全員のご

出席となっておりますので、定足数を満たしております。 

（鈴木委員長）事務局からご説明のとおり、定足数を満たし、委員会が成立していること

を確認しました。 

 それでは、お手元の次第に従いまして、議事を進行してまいります。 

 まず、本日の委員会は、横浜市の保有する情報公開に関する条例第31条に基づき公

開としますが、報告事項のイ、ウについては、非公表の内容であること、また、審議事項

ア、イについては、公開で審議しますと自由な審議の妨げになることから、これらの議題

については非公開とさせていただこうと思いますが、委員の皆さまはいかがでしょうか。

よろしいですか。 

 では、ご了承いただきましたので、これらの議題につきましては、非公開とさせていただ

きます。 

  

前回議事録の確認 

 続いて、前回の会議録を確認します。事務局よりお願いいたします。 

（事務局）では、事務局よりご説明させていただきます。お手元の会議録をご用意してお

りますので、そちらをご覧ください。 
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 前回の委員会は、令和６年９月13日金曜日午後２時から、市役所９階会議室で行わせ

ていただきました。当日は８名の方にご出席いただき、ご欠席者は０名の定足数となって

おります。 

 報告事項は、市民活動情報のデジタル化実証実験について、よこはま夢ファンド登録

団体の決定について、令和５年度横浜市市民協働条例に基づく市民協働の取組状況報

告書についての３点。 

 審議事項は、よこはま夢ファンド登録団体の抹消について、よこはま夢ファンド登録団

体助成金交付審査結果について、市民協働提案事業（行政によるテーマ設定型）の審査

についての３件でした。 

 会議録の詳細につきましては、事前に委員の皆さまにご確認いただいておりますので、

この場では、説明については割愛させていただきます。 

  

（鈴木委員長）ありがとうございました。ただ今ご報告いただきました前回の会議録につ

いて、何かご意見ありますでしょうか。 

 それでは、こちらでよろしければ、前回の会議録についてはご確認いただいたというこ

ととさせていただきます。 

 

議 題 

（１）報告事項 

   ア よこはま夢ファンド登録団体の決定について 

（鈴木委員長）報告事項ア、よこはま夢ファンド登録団体の決定について、事務局よりご

説明をお願いします。 

（事務局）それでは、事務局よりご説明させていただきます。着座にて失礼いたします。お

手元に資料１をご用意ください。 

 よこはま夢ファンド登録団体の決定についてです。よこはま夢ファンド団体登録要綱申

請要件に照らし審査を行い、このたび４団体の登録を決定しましたので報告いたします。

申請団体数は４団体、登録決定団体数が同じく４団体となります。 

 具体的には、ＮＰＯ法人子ども支援センター、特定非営利活動法人ぐるっと緑道、特定

非営利活動法人てとてと陽だまり、特定非営利活動法人港の風ＩＮ ＴＨＥ ＯＦＦ－ＩＮＧ

の４団体となります。 

 各団体の概要につきましては、こちらの資料に記載されているとおりとなるため割愛さ

せていただきます。 

 こちらの登録団体の決定につきましては、令和６年11月28日に開催いたしました令和

６年度第２回横浜市市民協働推進委員会市民活動運営支援事業部会においてもご報

告をさせていただきました。 

 事務局からの説明は以上になります。 

（鈴木委員長）ありがとうございます。それでは、こちらの報告について、ご質問、ご意見
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等あればお願いいたします。 

 よろしいでしょうか。 

 ありがとうございます。それでは、次の議題に移りたいと思いますが、報告事項イ、ウに

つきましては、進行の都合上、後ほど説明するものとし、先に審議事項を進めさせていた

だきたいと思います。 

 また、冒頭申し上げましたとおり、これ以降の審議は非公開とさせていただきます。 

（２）審議事項 

   ア よこはま夢ファンド登録団体の抹消について 

 
《これより非公開議題のため会議録の公開はありません》  

 

（３）その他 

（鈴木委員長）その他、特になければその他について、事務局のほうから説明をお願いし

ます。 

（事務局）それでは、事務局から次回日程についてご説明をさせていただきます。現時点

の次回日程になります。次回の委員会は、３月21日金曜日、10時からを予定しておりま

す。開催場所はこちらのスペースＡＢではなく、市庁舎18階会議室にて行います。会議

室の詳細につきましては、別途、開催通知で併せてお知らせさせていただきます。引き続

き、どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 会議室の都合等もございますので、ちょっと調整が必要になります。 

（鈴木委員長）ディスカッションのところでしっかりと時間を割くと。そうすると、今のよう

な会議形式かそれともワークショップ形式だとか、本当に違うやり方を実験してみるとい

うのもあるというふうに思います。その点ちょっとご検討ください。 

（事務局）はい、分かりました。 

（鈴木委員長）よろしいですか。局長。 

（市民局長）とても楽しみで、菊池委員がおっしゃって頂いたこと、ほんとに市民にとって

安全、安心に、幸せに暮らせるまち横浜について、それぞれの地域にある地域課題を解

決するにはどういった形でやっていくのがいいのかっていうことが話し合えればいいと

いうふうに思っているので、それぞれ地域によってほんとにステークホルダーが違う中で

も、区活センターの役割はどうなのか。区役所の役割は何なのかっていうところをしっか

り考えていただいた上で、市民局ですとか、市の協働センターとは何をやっていけばい

いのかっていうことが話し合えればすごくいいのかなと、やっぱりあんまり難しく考えず

に、ほんとに地域課題の解決をやるための形っていうのが議論できればありがたいなと

思います。お願いします。 

（鈴木委員長）では、ぜひ、よろしくご検討ください。少しやり取りをさせていただいて、委

員の方からも何かご意見があれば事務局のほうに頂ければと思いますのでよろしくお願

いします。 
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閉会 

（鈴木委員長）それでは、以上をもちまして、全ての議事が終了いたしましたので、第６期

第７回市民協働推進委員会を閉会いたします。次回もよろしくお願いいたします。ありが

とうございます。 

 

資  料 ・資料１： よこはま夢ファンド登録団体の決定について 

・資料２： 個人版ふるさと納税の運用見直しについて 

・資料３： 今後の市民協働推進センター運営に向けた検討状況について 

・資料４： よこはま夢ファンド登録団体の抹消について 

・資料５： よこはま夢ファンド登録団体助成金交付審査結果について 

 


